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横浜港コンテナタ－ミナルの見学 
横浜港コンテナターミナルの見学会を横浜

市港湾局の案内により平成２０年１１月１９

日に実施しました。 
見学したコンテナターミナルは南本牧のＭ

Ｃ－１、２と本牧のＢＣで、現在、この２つの

コンテナターミナルで横浜港全体の約６２％

（ＴＥＵベ－ス）のコンテナを取り扱っており

ます。 
南本牧埠頭ＭＣ－１、２は平成１３年４月に

供用を開始し、借受者はＡ．Ｐ．モラ－・マ－

スクです。岸壁延長７００m、水深－１６ｍ、
我が国最大の２２列対応型のガントリ－クレ

－ンが５基装備されています。 
平成１９年のコンテナ取扱実績は９７万Ｔ

ＥＵで、バ－ス当たり約５０万ＴＥＵ（大井は

平均約３０万ＴＥＵ／バ－ス）、水際線１ｍ当

たり約１４００ＴＥＵ／年（大井は約９００Ｔ

ＥＵ／年）です。 
 
次に、本牧ＢＣコンテナタ－ミナルは、平成

１７年１２月に全面供用を開始した横浜港メ

ガターミナル㈱が運営する次世代高規格コン

テナタ－ミナルです。岸壁は総延長１，３９０

m、水深１３～１５ｍ、ガントリ－クレ－ンは
合計１３基装備されています。 
０７年のコンテナ取扱実績は９９万ＴＥＵで、

１１０万ＴＥＵが限界といわれていますので、

殆んどフル稼働の状況になっています。 
 
元気な横浜港を垣間見た見学会でした。
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南本牧埠頭MC1,2コンテナヤード 横浜市港湾局からの説明 

本牧埠頭 B,Cコンテナヤード 



「海の森」の植樹イベントに参加しました 
 
東京都では、昭和 48年から 61年の間、ごみ
の処分場として埋立てられた中央防波堤内側

埋立地を「海の森」として整備する計画です。 
この計画に基づき、本年からボランテイアに

よる植樹イベントが開始されました。当 NPO
も活動方針に基づき、平成２０年１１月８日、

ゴミと残土の島を緑豊かな森にする「海の森」

の植樹に参加してきました。 
当日は小雨がぱらつく中６名のＮＰＯ会員

が参加しタブノキ、スダジイ、エノキ、クロマ

ツ等おおむね３０年後の森を想定しながら植

樹リーダーの指導の下①スコップで穴を掘る

②ビニールポットをはずし苗木をまっすぐ立

てる③隙間にしっかり土を入れる④根元を踏

んで固めるこれで完了。一人１０本ぐらい植え

付け約１時間の作業を終了し気持ちの良い汗

をかきました。 
現在、シイ、カシ、クス等広葉樹がうっそう

と茂り野鳥たちの棲み家となっている都心の

オアシスでもある明治神宮も約９０年前にボ

ランティアで植樹をした人工林です。 
「海の森」も将来これに負けない森になること

と思います。これには今後の継続した植樹、雑

草を刈るなどの育樹が必要とのこと、ＮＰＯと

しても今後協力して行かなければと思います。
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当日は、当 NPO の「首都港湾東京港･･課題
とその対応についての提言（その２）･･」の概

要を説明し、主に大井CYの背後道路改良やCY
の拡張、整備中の立体コンテナラックの活用等

について活発な意見交換を行い、東京港におけ

る大井 CYの重要性を確認しました。 

大和田技術部長ほか埠頭㈱の皆さん 



 
鉄鋼スラグの調査委員会を開催しました 

 
「鉄鋼スラグ製品等が東京港の水辺環境の

改善に及ぼす効果に関する調査研究」に関する

第 3回技術評価委員会は、平成 20年 12月 16
日に開催されました。夏季と秋季のモニタリン

グ調査の結果、スラグと浚渫土を混ぜたスラグ

混合土堤と既設護岸との間には、底生生物とし

てアサリやホンビノスガイ等の生息数の増加、

また、スラグ混合土堤には付着生物のフジツボ

やゴカイの他ムラサキイガイなど、生息種の増

加が確認されました。スラグ混合土堤は、天然

石堤と同様に、付着生物の生息基盤として機能

していることが判明しました。今後、両試験堤

において水質・底質・底生生物・付着生物等の

冬季調査を行う予定です。また、併せて、両試

験堤に設置したワカメやアカモク等の海藻類

の幼体の生育状況等を観察する予定です。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海藻類の幼体の設置  2008年 11月 28日 

ロープにつけたワカメの設置状況 
 
混合土堤と既設護岸との間のホンビノスガイ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ブロックにつけたアカモクの設置状況 ロープにつけたコンブ 
 



 
     会員の皆様の投稿をお待ちしております 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  月長気た実人でして港推屋１拡
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景
気
と
港
湾 

２
年
２
月
に
始
ま
っ
た
景
気
回
復
は
、
約
７
０
ヶ

と
息
は
非
常
に
長
か
っ
た
も
の
の
、
実
質
経
済
成

率
が
年
平
均
２
．
２
％
と
そ
の
勢
い
は
弱
く
、
景

回
復
の
実
感
に
乏
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
ま

、
こ
の
間
、
輸
出
の
伸
び
は
年
率
１
１
．
４
％
で
、

質
成
長
率
へ
の
輸
出
の
寄
与
率
は
約
６
０
％
と
個

消
費
や
設
備
投
資
を
大
き
く
上
回
り
、
あ
る
意
味

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

、
こ
の
輸
出
主
導
の
景
気
回
復
は
、
港
湾
に
と
っ

は
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。
０
２
年
以
降
、
五
大

の
輸
出
貨
物
の
伸
び
は
か
な
り
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で

移
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
横
浜
港
と
名
古

港
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
（
Ｆ
Ｔ
ベ
ー
ス
）
は
年
率

０
％
以
上
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
港
勢
の

大
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。 

０
８
年
は
、
既
に
景
気
後
退
局
面
に
入
り
、
そ
の

響
が
主
要
港
の
港
勢
に
ど
の
よ
う
に
表
れ
る
か
を

視
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
９
月
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
未
曾
有
の
金
融
危
機
が
全

界
に
波
及
し
、
同
時
に
モ
ノ
が
売
れ
な
く
な
る
な

実
体
経
済
に
も
飛
び
火
し
、
収
益
や
雇
用
の
悪
化

ど
不
況
色
を
著
し
く
強
め
た
ま
ま
年
を
越
す
こ
と
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いもので、当 NPOも発足以
年は「つぶやき」にもありま

ずり、港湾にとっても厳し

のような状況にありますが

究を進める予定でいます。
的るまの後カに要何的とう
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０
９
年
は
、
昨
年
か
ら
続
く
厳
し
い
不
況
の
な
か
、

た
な
成
長
要
素
も
見
当
た
ら
な
い
ま
ま
年
が
明
け

し
ま
い
ま
し
た
。
輸
出
に
よ
る
景
気
回
復
も
、
世
界

な
金
融
危
機
と
そ
の
後
の
実
体
経
済
の
悪
化
に
よ

不
況
の
深
刻
化
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
結
果
で
あ
り

す
。
今
後
、
日
本
が
生
き
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
こ

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
に
乗
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

戻
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

ネ
そ
し
て
情
報
の
流
れ
は
益
々
活
発
に
な
り
、
そ
れ

対
応
す
る
海
運
・
港
湾
、
航
空
・
空
港
の
役
割
は
重

と
な
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

よ
り
も
大
切
な
前
提
は
、
世
界
が
政
治
的
に
も
経
済

に
も
安
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
平
和
が
保
た
れ
る
こ

で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
ず
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
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 事務局長  大 野 皓一郎  090-6018-1013 

 事 務 局  清 水 武 雄  090-3427-0370 

来３回目の新年を向かえました。 
すように、去年起きたアメリカ発の１００年に１度の経済危機を

い年となることでしょう。 
、新年の NPO活動は、講演会の開催や他港の視察等盛りだくさん
会員の皆様もぜひ各種活動に積極的に御参加ください。 


